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新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしく
お願いいたします。
今年の元旦は、大変天気がよく、風もなく、春を思わせるような

暖かい朝でした。しかし、そんな穏やかな元日を一変させたのが、能登半島での
大地震でした。地震発生から既に２週間以上経ちましたが、日々明らかになる被害状況を見るた
びに心が痛みます。そして改めて大きな地震だったのだと痛感します。亡くなられた方々に謹ん
でお悔やみを申し上げますとともに被災された多くの方々にお見舞いを申し上げます。
そう遠くない時期に南海トラフ地震が発生し、えびの・小林でも震度６強の地震が起こると言

われています。そのことを想定し、今できる準備を進める必要があると強く感じます。

１２月２０日（水）、６年生が、え
びの高原スケート場でスケートを行い
ました。前日からの寒波で、えびの高
原は銀世界。この光景に子ども達はま
ずビックリ！係の人から早速、立ち方、滑り方、転び方等を丁寧に教えてもらい、各自練習に入
りました。最初はぎこちない動きだった子ども達も、時間が経つにつれてどんどん上達し、最後
はスイスイと滑る姿に「さすが子どもたち!」と感心させられました。スケート場でお弁当を食
べ、休憩時間は雪合戦も始まりました。小学校生活の忘れられない一つの思い出になったことと
思います。

昨年の１２月２６日（火）に、加久藤小学校にも大谷翔平選
手からのグローブが届きました。
１月９日（火）の全校集会では早速、全校児童に披露し、大

谷選手からの手紙も読み上げると、子どもたちからも歓声が沸
き起こりました。グローブは代表で６年生の岩城太晴くんに受
け取ってもらい、早速、野球部の代表４人に大谷グローブでキ
ャッチボールをしてもらいました。
グローブは、各学級へ順番に回し、全員に触ってもらいまし

た。今後、授業や休み時間に子どもたちに貸し出し、大谷選手
の「野球しようぜ！」のメッセージに応えたいと思います。職
員室で保管しますので、ご覧になりたい方はいつでもお越しく
ださい。

裏面もご覧下さい



築山については、コンクリート
製の滑り台やブロックがむき出し
になっている点等、危険箇所があるということで、約半年間、使用禁止としておりましたが、こ
の冬休み期間中、PTA役員の方々による修繕作業の結果、また遊べるようになりました。
今回は、滑り台に手すりを設け、下から上への一歩通行とした他、ブロックのむき出し部分に

は、大量の土砂やタイヤを埋め込み、安全上問題のないように修繕していただきました。子ども
たちは築山で遊べる日を心待ちにしていたようで、冬休み明けから早速、多くの子どもたちで賑
わっています。修繕作業には PTA 役員の他、元 PTA 会長の境田さんにもご協力をいただきまし
た。皆様のご協力に心から感謝いたします。ありがとうございました。

将来、子どもたちは自立し、自分の力で生きていかなければなりません。小学校段階は、その
自立の基礎を培う大切な時期だと考えています。今のうちからぜひ、自分のことは自分でできる
ようになってほしいと思います。(｢自立」は本校の目指す児童像の一つです。)
保護者の皆様にぜひご理解・ご協力いただきたいのは、自力登下校です。自宅から学校まで、

かなり離れているご家庭は全て歩かせるということは厳しいかもしれませんが、少しでも、歩い
て登下校するという経験をぜひ子どもたちにさせてほしいと思います。
寒い冬や暑い夏の日の登下校はきっと大変でしょう。また、集団で登校するためには、自分勝

手な言動も慎まなければなりません。これらのことは、経験しなければ分からないでしょうし、
このような経験が、きっと子どもたちの身体や心を強くし、自立への基礎につながると信じてい
ます。我慢する心や助け合う心、地域の方々に元気よくあいさつする大切さ等、自力登下校を通
して、そのようなことを身に付けてほしいと思います。
たくましい加久藤小の子どもを育成するために、ぜひ「自力登下校」へのご協力を！

今年も標記の大会が、１月８日（月）に宮崎市で行われま
した。本校からも５年生の德重聡汰くんがえびの市代表とし
て走りました。走る前はやや緊張気味だった聡汰くんですが、
走り出すといつもの力強い走りで、次の人にたすきを渡しま
した。大変よくがんばりました。

３月
１日（金） お別れ遠足

２月 １５日（金） 卒業式予行練習
１日（木） 新入児保護者説明会 ２５日（月） 卒業式
２日（金） 中学校入学説明会 ２６日（火） 修了式

１６日（金） 避難訓練（地震） ２９日（金） 離任式
２１日（水） 参観日（本年度最後）


